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Microsoft.NETの開発環境として

Visual Studio.NETがリリースされてか

ら1年が経とうとしています。みなさん

の周りでは.NETはどのように見られ、

また扱われているでしょうか。

.NETはDOS、Windowsに続く、大

きなパラダイムシフトであるにも関わ

らず、市場の反応は冷めたものであっ

たように思われます。

ひとつには、ちょうどエンタープラ

イズアプリケーション開発において

Javaが定着してきた時期と重なったこ

ともありますが、それだけでもないよ

うです。.NETは、いわゆるクライアン

ト／サーバーモデルからWebブラウザ

モデルまで含む統一プログラミングモ

デルをベースにXML Webサービスの話

があり、さらにはパスポートなどの各

種サービスをMicrosoftが提供している

など、そのトピックには事欠きません。

一方、DOSからWindowsへの移行時の

ようにビジュアルなインパクトがなく、

エンドユーザーに対する直接的なメリ

ットが見えにくいこともあって、これ

までのWindowsの拡張の範囲と見られ

る面もあります。このため、さまざま

なトピックの情報のみが交錯し、.NET

の見られ方や扱われ方には混乱があっ

たようにも思われます。

しかし、Microsoftの必死のマーケッ

ト活動もあり、2003年に入り状況も変

わりつつあるようです。いまだJavaだ

けに注目しているソフトウェア関連会

社もあるようですが、積極的に生産性

を上げようとする会社や部署において

は、.NETは無視できない存在と認識さ

れ、少なくとも調査／検討に入り、そ

してその多くが今後利用する方向で動

き始めているのではないでしょうか。

すでにお気づきの読者も多いと思い

ますが、ソリューションという視点か

ら見れば、必ずしも.NETを導入する必

要はなく、これまでどおりWindowsで

の開発でよいのかもしれません。しか

し、大切なのは、

「インターネットをプラットフォー

ムとするソフトウェア開発の生産性に

おいて、.NETは圧倒的に有効な環境で

ある」

ということです。

要するに.NETはソフトウェア開発者

のためのパラダイムシフトなのです。

そして、その成果は最終的にエンドユ

現行のクライアント／
サーバーモデルを
.NETで再構築
.NETのエンタープライズアプリケーションモデル

斎藤 友男 SAITO, Tomoo

FEATURE C/Sモデルから.NETモデルへの大移行術特集

もう始まっている.NETシステムへの大移行に乗り遅れるな

本稿で前提となるもの

初 級　　　　　　　　 中 級　　　　　　　　 上 級

2

Microsoft.NETの混乱

株式会社 ナルボ



84 dotNET Magazine 2003 March

ーザーへも反映されることになります。

ともあれ、今後Microsoftが提供するあ

らゆる環境において、.NET以外の選択

の余地がないことは確かなようです。

.NETはその一貫性とは裏腹に、これ

までの連続性から見ると大変焦点が絞

りづらいテクノロジーともいえます。

つまり、

「Visual Basic（VB）で開発したク

ライアント／サーバーアプリケーショ

ンはどうなるの？」

「ASP（Active Server Pages）で開

発したWebアプリケーションはどう変

わるの？」

など、それぞれの既存テクノロジーの

観点から見るとその全体像は見えにく

いといえるでしょう。なぜなら、.NET

は、Windowsというプラットフォーム

をベースとするこれらのMicrosoftテク

ノロジー、すなわちWindows DNA

（Distributed interNet Applications Ar-

chitecture）を、インターネットとXML

を軸に再整理／融合させたものだから

です。

そのため、それぞれのテクノロジー

の拡張としてとらえようとするとどう

しても無理があります。ということで、

.NETを理解するには、まずは.NET

Framework、すなわち共通言語ランタ

イム（CLR：Common Language Run-

time）を理解し、さらに.NET Frame-

workクラスライブラリを知る必要があ

ります。

とはいえ、これまで利用してきたVB

やASPなどのノウハウが無駄になるこ

とはありません。むしろ.NETにおいて

は、これらの経験を活かせるものとな

っているため、これまでの経験がある

技術者にとっては、無理なく.NETへ移

行することができるはずです。すでに

本誌の読者は、VS.NETを使われた方も

多いと思いますが、その操作性やクラ

スライブラリのスマートさに驚かれた

方も少なくないのではないでしょうか。

結局、問題は.NETにおける設計、す

なわち全体のデザインや処理方式、お

よび実装方式ということになります。

企業におけるアプリケーション、す

なわちエンタープライズアプリケーシ

ョンの必要性は言うまでもありません。

これまでもJavaにおけるJ2EE（Java2

Platform，Enterprise Edition）、Win-

dowsにおいてはWindows DNAという

まとまりで、エンタープライズアプリ

ケーションの環境は用意されてきまし

た。そこで、ここではエンタープライ

ズアプリケーションのシステムモデル

について考えてみることにしましょう。

まず、ポイントとして、エンタープラ

イズアプリケーションのシステムには、

・必ず対象となるデータがあり

・そのデータを扱うユーザーがいる

ということがあげられます。単純明快

なポイントではありますが、これをコ

ンポーネントモデルとして整理すると、

・データを管理する“データアクセス

オブジェクト”

・ユーザーとのインターフェイスをと

る“プレゼンテーションオブジェクト”

・その中間にアプリケーションで必要

な処理を提供する“ビジネスロジッ

クオブジェクト”

という構成となります。

これらのオブジェクトは相互に連絡

し、そのためのインターフェイスをも

ちます。これらは、

・プレゼンテーションオブジェクトと

ビジネスロジックオブジェクト間の

通信インターフェイス

・ビジネスロジックオブジェクトとデ

ータアクセスオブジェクト間のデー

タアクセスインターフェイス

です（図1）。そして、このインターフ

ェイスの選択がアプリケーションモデ

ルを特徴づけます。

まず、データアクセスオブジェクト

は、いかにデータを安全に保存し、高

速に扱えるかがテーマとなります。い

わゆるデータベース管理システム

（DBMS）にあたるものです。

データベース管理システムというと、

一般にパッケージのリレーショナル

DBMSが連想されますが、必ずしもそ

れらのリレーショナルDBMSを指すも

のではありません。

次にプレゼンテーションオブジェク

トですが「フォーム系」と「レポート

系」があり、ユーザーに対し、いかに

データをわかりやすく提供するかがテ

ーマとなります。フォームはWindows
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